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信
多
純

一
氏
蔵
文
政
五
年
書
写

六
段
本
『天
狗
之
内
裏
』
解
題

・
翻
刻

源
義
経
の
鞍
馬
修
業
時
代
を
題
材
と
し
た
室
町
物
語

『
天
狗
の
内

裏
』
は
、
大
日
如
来
と
な

っ
た
亡
父
義
朝
に
よ
っ
て
義
経
の
未
来
が
語

ら
れ
る
場
面
を
含
む
た
め
、
他
の
判
官
物
と
の
関
係
で
し
ば
し
ば
言
及

さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
伝
本
は
二
十
本
ほ
ど
あ
り
、
古
写
本
、
刊
本
、

十

一
段
本

（い
ず
れ
も

『室
町
時
代
物
語
大
成
』
九
所
収
）
に
大
別
さ
れ

る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
信
多
純

一
氏
蔵
文
政
五
年
書
写
六
段
本
は
、
版

本
か
ら
改
作
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
室
町
物
語
の
研
究
に
お
い
て
は
、
近

世
の
伝
本
が
着
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
改
作
本
に
は
改
作
者
の

物
語
に
対
す
る
読
み
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
室
町
物
語
を
新
た
に
読
み

直
す
糸
口
と
も
な
る
。
版
本
以
降
の
改
作
本
に
関
す
る
問
題
は
、
拙
稿

『
天
狗
の
内
裏
』
版
本
改
作
本
に
つ
い
て
―
付

実
践
女
子
大
学
山
岸

文
庫
蔵
本
翻
刻
―
」
（コ
ｍ文
』
八
十
七
輯
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）
に
お

い
て
、
山
岸
本
の
紹
介
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
、
本
書
の
書
誌
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
政
五
年

（
一
八
一
〓
一年
）
写
。
内
題
な
し
。
左
肩
打
付
外
題

「
天
狗
之
内
裏
」
。
尾
題
な
し
。
共
紙
表
紙
。
袋
綴
。　
一
冊
。
縦
二

八

・
○
セ
ン
チ
、
横

一
九

・
八
セ
ン
チ
。
本
文
四
〇
丁
。
遊
び
紙

箕
浦
　
尚
美

無
し
。
片
面
八
行
、　
戸
⊆

一〇
字
程
度
。
奥
書

「文
政
五
年
十

一

月
下
旬
写
之
／
安
藤
彊
五
蔵
」
。
表
紙
に

「古
志
郡
福
嶋
村
安
藤

姓
」
の
朱
印

（古
志
郡
福
嶋
村
は
現
在
の
新
潟
県
長
岡
市
）。
一裏
表
紙

は
日
付
入
り
の
文
書
を
内
側
に
し
た
反
古
紙
を
使
用
。
全
体
が
六

段
に
分
け
て
あ
り
、
各
段
は

「靭
も
其
後
」
（初
段
）、
「斯
て
其

後
」
（第
二
段
他
）
な
ど
と
始
ま
り
、
「
と
も
中
々
申
す
は
か
り
は

な
か
り
け
り
」
（初
段
他
）
な
ど
と
結
ば
れ
て
い
る
。

本
文
を
検
討
す
る
と
、
『
天
狗
の
内
裏
』
伝
本
の
う
ち
、
寛
永
正
保

（
一
六
二
四
―
四
八
年
）
頃
の
丹
緑
本

（慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
他
、
『室

町
時
代
物
語
大
成
』
所
収
）
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

（コ
叩文
』
八
十
七
輯
所
収
拙
稿
参
照
）。
細
か
い
文
辞
の
出
入
り
は
多
数

あ
る
が
、
や
や
目
立

つ
の
は
、
仏
教
的
要
素
の
追
加
で
あ
る
。
特
に
、

経
文
を
仮
名
で
引
用
す
る
箇
所
が
多
い
た
め
、
ま
ず
そ
の
典
拠
を
確
認

し
て
お
く
。

①
Ｆ
催
編
の
五
の
巻
大
ば
ぼ
ん
に
日
、
お
せ
つ
な
き
や
う
ほ
わ
諏
イ
ぃ

し
ん
と
く
ふ
た
い
て
ん
の
御
経
に
ま
か
せ
、
せ
つ
の
如
く
修
行
す
れ

は
女
人
成
仏
疑
ひ
な
し
。
（１９
オ
）



「於
刹
那
頃
。
発
菩
提
心
。
得
不
退
転
。
」
（『妙
法
蓮
華
経
』
巻
五
提
婆

達
多
品
第
十
二
）

②
嗽
あ一制
¨
鉦
囃
錐
謝
‐こ法硼
”
力ゝ輩
報
″
雌
鰤
嗜
協
詢
拠
「
熟
鰯
凱
ぼ
旗

に
も
責
蓋
ぬ
呵
責
な
り

（２３
オ
）

「其
有
誹
謗
　
如
斯
経
典
　
見
有
読
誦
　
書
持
経
者
　
軽
賎
憎
嫉

而
懐
結
恨
　
此
人
罪
報
　
汝
今
復
聴
　
其
人
命
終
　
入
阿
鼻
獄
　
具

足

一
劫
　
劫
尽
更
生
　
如
是
展
転
　
至
無
数
劫
」
「
妙
法
蓮
華
経
』

巻
二
警
喩
品
第
二
）

③収鰤掛崚はＣ飾市端仰けれ紳知は政は「ａ（２９じ彙きゃぅ
．

「
但
楽
受
持
　
大
乗
経
典
　
乃
至
不
受
　
余
経

一
偶
」
「
妙
法
蓮
華

経
』
巻
二
讐
喩
品
第
二
）

④
い
は
う
へ
ん
り
き
四
十
四
年
み
け
ん
し
ん
じ

つ
し
や
う
じ
き
じ
や
は

う
べ
ん
、
た
ん
せ

つ
む
し
や
う
た
う
の
き
ん
げ
ん
に
か
な
い
、
（３８

ウ
）
「
種
種
説
法
以
方
便
力
。
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
翁
無
量
義
経
し

「
正
直
捨
方
便
　
但
説
無
上
道
」
翁
妙
法
蓮
華
経
』
巻

一
方
便
品
第
一
じ

ほ
と
ん
ど
が

『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
『
無
量
義
経
』
は

『法
華
経
』
の
開
経
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
も

『法
華
経
』
関
連
の
文
句

と
捉
え
て
よ
い
。
信
多
本
に
は
、
『
法
華
経
』
に
関
わ
る
記
述
が
こ
の

他
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
餓
鬼
道
地
獄
で
悦
ぶ
餓
鬼
が
そ
の
理
由

を
説
明
す
る
場
面
に
は
、

］時』詢̈赫帖摯枠ゝ候‐こ一』』〔嘲権崚”̈詢攀̈赫輌力ゝのら

れ
て
娑
婆
世
界

へ
生
て
成
仏
し
き
た
う
の
道
に
至
る
の
嬉
し
さ
に
、

靭
こ
そ
悦
ひ
申
也
。
（２０
ォ
）

と
あ
る
。
他
本
に
は

『
法
華
経
』
の
功
徳
だ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

又
、
大
日
如
来
の
未
来
語
り
の
う
ち
、
義
経
の
前
世
が
鼠
で
あ

っ
て
頼

朝
坊
や
景
時
坊
等
の
経
を
食

っ
た
た
め
に
現
世
で
梶
原
景
時
に
殺
さ
れ

る
と
い
う
因
縁
諄
に
は
、

三
泄
統
に
置
て
は
箱
根
の
寺
の
齢
為
也
し
が
、
紙
付
ぽ
催
館
を
五

鋪制時』眼臥瓢窪‐こ立Ｆ鋤”珈Ж婦嘲歌称鰤取‐こ礫版協却け

て
腔
激
城
り
い
場
撤
Ю
塀
に
墳
鏑
て
鼠
と
生
を
請
る
也
。
去
な
か

ら
過
去
生
に
法
花
経
書
写
の
功
力
に
よ
り
て
只
今
汝
は
牛
若
と
生

を
な
す
。
（３７
オ
）

と
い
う
三
世
先
の
話
が
加
わ

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
『
法
華
経
』
の

功
徳
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
改
作
者
は
特
に

『法
華
経
』
を
意
識
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
天
狗
の
内
裏
』
は
、
地
獄
巡
り
、
仏
教
間
答
、
因
縁
諄
を
含
む
作

品
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
宗
教
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
改
作
者
が

い
る
の
は
十
分
に
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
物
語

は
、
大
日
如
来
が
牛
若
に
仇
討
ち
を
命
じ
る
と
い
う
、
仏
教
的
倫
理
に

反
す
る
内
容
も
持

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
宗
教
性
を
求
め
る
立
場
の



者
に
は
、
そ
の
解
決
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
信
多
本
で

は
、
義
朝
は
大
日
如
来
の
仮
の
姿
で
あ

っ
た
と
述
べ
る
事
に
依

っ
て
解

決
し
て
い
る

（３‐
ゥ
）。
こ
の
よ
う
な
形
を
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大

日
如
来
の
威
厳
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
義
朝
や
義
経
の
行
為
に
正
当
性

を
与
え
た
と
言
え
る
。

以
下
に
、
信
多
純

一
氏
蔵
文
政
五
年
書
写
六
段
本

『
天
狗
之
内
裏
』

を
翻
刻
す
る
。

「
ハ
」
「
力
」
な
ど
、
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
文
字
も
あ
る
が
、

小
字
の
片
仮
名
以
外
は
平
仮
名
で
記
し
た
。
墨
滅
に
依
る
訂
正
箇
所
は
、

訂
正
後
の
文
字
を
記
し
た
。
虫
損
に
依
る
判
読
不
能
箇
所
は
□
で
示
し

た
。
ま
た
、
私
に
、
句
読
点
、
己

を
加
え
た
。
濁
点
は
原
文
に
依
る

も
の
で
あ
る
。
誤
字
は
多
く
あ
る
が
煩
雑
に
な
る
た
め
注
記
し
て
い
な

い
。信
多
純

一
先
生
に
は
、
本
書
の
閲
覧
と
翻
刻
許
可
を
賜
る
と
と
も
に
、

『天
狗
の
内
裏
』
に
つ
い
て
大
阪
大
学
の
卒
業
論
文
以
来
、
御
指
導
を

賜

っ
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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テ
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員
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